
アクションプラン2020の主な進捗状況について
 地域・職域連携の推進
・ 地域に根ざした健康・医療関連産業の活性化

 「地域版次世代ヘルスケア産業協議会」の設置促進と、「協議会」のアライアンス会合の開催等によるネット
ワーク化の促進。【経・総】

・ 成果連動型民間委託契約方式（PFS/SIB）の普及促進について
 ヘルスケア分野において、自治体と連携し、モデル事業の創出、エビデンス整備や手引きの作成、普及啓発
を実施。【経・内】

 適正なサービス創出・提供のための環境整備
・ 業界自主ガイドライン等の策定支援

 「ヘルスケアサービスガイドライン等のあり方」に基づく業界自主ガイドライン等の策定を支援、推進。【経】
・ 認知症施策の推進

 認知症予防プログラムの効果検証事業、認知症共生に資する製品・サービスの効果検証事業の開始。
【経】

・ 民間PHRサービスの適切な利活用環境整備
 PHR利活用に向けた国の基本的指針案の検討、策定。【経・厚・総】

・ 健康情報・食習慣等のデータ集積及びそれらを活用した健康産業の創出
 「『知』の集積と活用の場」等を通じて、異分野のアイデア・技術等を農林水産分野に導入し、革新的な技
術・商品・サービスを生み出す研究を支援。
例︓「ナス由来コリンエステル（アセチルコリン）を関与成分とした機能性表示食品の開発」 【農】
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